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大隈町の歴史文化遺産を活か
した町並み整備を進めるべき

大隈町の歴史的拠点を活か
したまちづくりを考える

鋏

蝙

蟷

八
丁
峠
ト
ン
ネ
ル
開

通
が
間
近
に
迫
る
。

秋
月
城
下
の
紅
葉
時
に
は
、

国
県
内
外
か
ら
多
く
の
観

光
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

秋
月
地
区
と
は
戦
国
時
代

に
一
部
が
同
じ
藩
領
域
で
、

歴
史
的
共
通
す
る
史
跡
も

多
く
存
在
す
る
。
ま
た
現

在
、
国
道
３
２
２
号
バ
イ
パ

ス
の
整
備
も
進
ん
で
い
る
。

今
後
、
大
隈
の
町
並
み
が
大

き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
広
域
的
観
光
視
点
か

ら
歴
史
的
遺
産
を
活
用
し

た
町
並
み
整
備
を
進
め
る

べ
き
。

褥
揚
颯
塚
陽
莉
褥
鼈
褥
躙

大

隈
地
区
に
点
在
す
る
歴
史

文
化

遺
産

は
、
町
並

み
活

用
の
観
光
振
興
の
追

い
風

に
な
る
。

鰊
漑
褥
鼈
躙

大
隈
町
は
歴

史
的
拠
点
。
そ
の
も
の
を
活

か
し
な
が
ら
、
広
域
的
視

点
か
ら
町
づ
く
り
を
考
え

′つ
。
農
林
業
振
興

晰隷
一
今
回
の
国
勢
調
査
結

果
で
は
、
日
本
の
総
人
口
は

大
正
の
調
査
開
始
か
ら
、
初

め
て
減
少
に
転
じ
た
。
大
都

市
へ
の
人
口
集
中
、
過
疎
地

で
の
人
口
減
少
の
加
速
化
。

そ
ん
な
中
で
も
、
農
業
や
観

光
振
興
等
の
産
業
拠
点
が

存
在
し
て
い
る
町
で
は
、
人

口
増
加
に
転
じ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
本
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
林
業
振
興
を
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。集
落
農

業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

農
業
関
連
企
業
の
取
組
も

必
要
で
あ
る
。
多
様
な
専
業

農
家
の
育
成
や
、
６
次
産
業

の
取
組
も
段
階
的
に
進
め

た
咤

蝙
颯
祠
陽
輻
玲
漑
輻
漑
魃

木

材
生
産
の
低
コ
ス
ト
化
の

条
件
整
備
で
あ
る
基
幹
林

道
整
備
は
必
要
で
あ
る
。

公
共
施
設
等
の
本
質

。
本

造
化
の
推
進
を
積
極
的
に

推
進
す
る
。

工
場
団
地
整
備

餞隷
一
雇
用
の
安
定
確
保
を

図
る
た
め
の
工
場
団
地
整

備
計
画
は
、
ど
の
程
度
進
ん

で
い
る
の
か
。

襦
鰈
鰈
鰈
麒
莉
颯
蒻

現
在
、

通
地
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

高
速
イ
ン
タ
ー
と
の
ア
ク

セ
ス
、
地
盤
の
強
さ
な
ど
考

慮
し
、
３４
年
度
か
ら
分
譲
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

熊ケ畑産廃場拡張に反対
の意思を表明すべき

市政を運営する立場として

コメントは差し控える

躙

鰈

熊
ヶ
畑
の
不
法
投
棄

ご
み
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の

後
の
進
展
は
。

鰊
躙
躙
鰈
躙
輻
麒
颯
鰈

９
月

に
県
と
営
林
署
と
市
の
３

者
で
現
地
確
認
。
１０
月
に
３

者
協
議
を
行
い
、
今
後
も
解

決
に
向
け
て
協
議
を
重
ね

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

は

百
々
谷
最
終
処
分
場

に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
進
展

ま
。

儡
儡
鼈
鰈
躙
鰈

１０
月
５
日

に
県
と
地
権
者
に
よ
る
地

元
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、盛

り
上
を
含
め
た
残
土
処
分

の
処
分
場
計
画
が
図
面
で

説
明
さ
れ
た
。
〈フ
後
は
、
現

地
掘

削

調
査

の
結

果
を

待
っ
て
、
再
度
、
地
元
説
明

会
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ

′０
。
ま
た
、
７
月
２‐
日
に
県
が

行
っ
た
定
期
水
質
検
査
で

は
、
水
質
に
異
常
は
な
か
っ

た
。

躙

百
々
谷
中
間
処
分
場

の
業
者
を
交
え
て
の
地
元

説
明
会
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

隋
隋
蠅
鰈
輻
鰈
勒

い
ま
だ

に
地
元
説
明
会
は
行
わ
れ

て
い
な
い
が
、
Ｈ
月
末
に
県

と
業
者
で
地
元
区
長
に
会

い
、
地
元
説
明
会
を
行
う
報

告
を
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

能
り

畑
の
仮
置
き
場
は
有

価
物
の
仮
置
き
で
あ
り
、
量

は
か
な
り
減
少
し
て
い
る
。

輻

現
在
、
福
岡
県
内
で

稼
動
し
て
い
る
１７
ケ
所
の

最
終
処
分
場
で
、
ガ
ス
抜
き

管
を
設
置
し
て
い
る
最
終

処
分
場
は
、
熊
ヶ
畑
だ
け
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
最
も
危
険

な
産
廃
場
と
い
え
る
。
９
月

議
会
で
県
知
事
に
対
し
、
拡

張
許
可
取
消
し
を
求
め
る

意
見
書
を
全
会

一
致
で
採

択
し
、
１０
月
に
県
に
持
参
し

た
。
議
会
で
全
会

一
致
と
い

？ヽ
」
と
は
、
大
多
数
の
嘉
麻

市
民
が
拡
張
に
反
対
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

市
長
は
市
民
の
代
表
で
あ

り
、
大
多
数
の
市
民
の
要
望

に
応
え
る
責
務
が
あ
る
。
市

民
の
代
表
と
し
て
熊
ヶ
畑

産
廃
場
拡
張
に
反
対
の
意

思
を
表
明
す
べ
き
。

儡
漑
鰈
颯
餞

現
在
係
争
中

で
あ
り
、
市
民
の
こ
と
を
考

え
て
市
政
を
運
営
す
る
立

場
と
し
て
コ
メ
ン
ト
は
差

し
控
え
る
。

″
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牛隈 (日吉峠下)の大葬場入

国の浸水被害対策の実施を

29年度に実施する

鰤

魏

鰤

牛
隈

（日
吉
峠
下
）
に

あ
る
火
葬
場
は
、
建
て
ら
れ

て
か
ら
４０
年
以
上
た
ち
、

△フ
、
新
築
中
で
あ
る
が
、
排

水
路
は
今
も
整
備
さ
れ
ず

４０
年
以
上
前
の
ま
ま
で
あ

′
０
。

そ
の
た
め
、
周
辺
の
家
は
、

大
雨
が
降
る
と
火
葬
場
か

ら
の
排
水
が

一
気
に
集
中

し
、
ひ
ど
い
時
は
、
数
１０

ｃｍ

の
高
さ
に
水
が
上
が
り
、
浸

水
し
て
い
る
。

浸
水
被
害
が
起
き
な
い
よ

う
抜
本
的
対
策
を
求
め
る
。

嘔
靱
黎
鰈
屁
鉤
隧
蒻

冠
水
し

な
い
よ
う
ま
ず
調
整
池
を

計
画
し
て
い
る
。

出
日
付
近
に
も
必
要
な
排

水
対
策
は
平
成
２９
年
度
内

に
実
施
す
る
。

就
学
援
助
，入
学
準
備
金

瞼

就
学
援
助
に
よ
る
入

学
準
備
金
を
３
月
、
４
月
に

支
払
う
手
続
き
に
改
善
す

べ
き
で
あ
る
。

〈
フ
、
夏
休
み
の
７
月
に
入
学

準
備
金
の
支
払
い
は
、
あ
ま

り
に
も
遅
す
ぎ
る

国
も
、
３
月
、
４
月
に
支
払

う
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

福
岡
市
の
場
合
、
約
６
０
０

０
人
の
子
ど
も
に
は
、
３
月

支
給
で
あ
り
、
約
１
０
０
０

人
の
本
市
で
３
月
支
給
が

で
き
な
い
は
ず
は
な
喰

麒
蘊
珈
餞
魃
躙
漑
褥
麒
莉

課

題
が
２
つ
あ
る
。

１
つ
は
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の

変
更
。
１
つ
は
、
支
給
後
に

転
校
し
た
場
合
の
返
納
の

問
題
で
あ
る
。

〈フ
、
検
討
中
で
あ
る
。

Ｍ
躙

　
転
校
に
よ
る
返
納

は
多
く
は
な
い
、
個
別
の
問

題
と
し
て
教
育
委
員
会
が

対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

学
校
給
食
補
助

鰤

憲
法
に
よ
っ
て
義
務

教
育
は
無
償
と
謳
わ
れ
て

い
る
が
、
学
校
給
食
に
お
い

て
も

（財
政
的
な
問
題
も

あ
る
の
で
）
半
額
助
成
す
べ

き
だ
。
就
学
援
助
に
よ
っ
て

約
半
分
の
子
ど
も
が
給
食

の
金
額
補
助
を
受
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
の
応

援
の
政
治
を
す
す
め
る
べ

き
だ
。

鰈
洟
颯
嶺
翁
圏
麗
闘

半
額
補

助
の
た
め
に
は
、
約
３
１
０

０
万
円
必
要
で
あ
る
。

は
縁
鰈
蟷
鰺
財
政
的
に
補

助
は
困
難
で
あ
る
。

火葬場入回排水路

奨学資金の入学前の賞与
はできないか

先進地事例を参考に調査・

研究していく

奨
学
資
金
の
３
年
間

の
実
績
は
。

蝙
鰈
鶉
塚
蜃
陪
聘
鰈
隷
陽

平

成
２６
年
度
は
、
申
請
者
２０

名
、
貸
付
決
定
者
２０
名
、
辞

退
者
１
名
。
平
成
２７
年
度

は
、
申
請
者
１２
名
、
貸
付
決

定
者
１２
名
、
辞
退
者
１
名
。

平
成
２８
年
度
は
、
申
請
者

２２
名
、
貸
付
決
定
者
２２
名
、

辞
退
者
１
名
で
あ
る
。

鰤

４
月
に
奨
学
生
を
決

定
し
、４
月
分
か
ら
６
月
分

ま
で
の
３
ヶ
月
分
を
６
月
に

貸
与
し
て
い
る
が
、
入
学
前

の
準
備
費
用
等
で
、
負
担
も

大
き
く
な
る
こ
と
を
勘
案

し
て
、
入
学
前
の
貸
与
は
で

き
な
い
の
か
。

貸
し
付

け
時
期
を
早
め
る
こ
と
は
、

現
状
で
は
、難
し
い
。

晨

先
進
地
事
例
と
し
て
、

大
分
県
・由
布
市
で
は
、
平

成
２７
年
度
か
ら

一
部
条
例

を
改
正
し
、
時
期
を
早
め

る
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い

る
が
。

晰
κ
巡
鸞
国

先
進
地
事
例

を
参
考
に
、
調
査

・研
究
し

て
い
く
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策

躙

国
で
は
、
平
成
２７
年

１０
月
に
「子
ど
も
の
未
来
応

援
基
金
」
が
創
設
さ
れ
た

が
、制
度
の
中
身
は
。

子
ど
も
の
発
達
、
成
長
段
階

に
応
じ
て
、
教
育
と
福
祉
を

つ
な
ぎ
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
て

い
る
。

饉

全
国
的
に
は
、
平
成

２８
年
度
に
子
ど
も
た
ち
の

学
習
や
食
事
の
支
援
を
展

開
す
る
８６
団
体
が
助
成
を

受
け
、
活
動
を
開
始
し
て
い

る
が
、
交
付
金
を
活
用
し
た

子
ど
も
食
堂
の
取
り
組
み

が
で
き
な
い
か
。

現

在
、
嘉
麻
市
で
は
実
施
し
て

い
な
い
が
、
地
域
の
企
業
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
声
掛
け
を
行

い
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し

て
い
く
。

＊
他

に

「
生

活
困
窮

者
支

援
制
度
」
の
質
問
を
し
ま
し

た
。
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子ども食堂開設の考えは

受託団体の掘り起しに努め
ていく

蒻

蝙

躾

経
済
的
な
理
由
で
、

共
働
き
や
ひ
と
り
親
家
庭

で
、
親
が
忙
し
く

一
人
で
食

事
を
す
る
子
ど
も
が
ふ
え

て
い
る
。
△
７
、
日
本
の
６
人

に
一
人
が
貧
困
状
態
に
な
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
置
か
れ

た
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で

支
援
し
よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。
自
宅
で
満
足
に
食
事

が
と
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

に
、
無
料
や
低
価
格
で
食
事

を
提
供
す
る
子
ど
も
食
堂

が
、
全
国
で
相
次
い
で
誕
生

し
て
い
る
。
本
市
で
の
子
ど

も
の
貧
困
の
現
状
と
課
題

は
。

貧
困
率
な
ど
具
体
的
な
数

値
は
出
し
て
い
な
い
が
嘉

麻
市
の
保
護
率
か
ら
見
て

も
、
他
市
町
村
と
比
べ
る
と

非
常
に
高
い
と
推
測
さ
れ

る
。
今
後
、
現
状
把
握
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

餞繹
一
今
後
、
把
握
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
す
る
の
か
。

隋
躙
隋
輻
鰈
輻
躙
漑
餞
　
子
ど

も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

は
そ
の
要
因
が
多
岐
に
わ

た
る
た
め
、
先
進
地
の
状
況

を
研
究
し
実
施
し
て
い
き

た
い
。

財
蒻

〈
７
、
子
ど
も
食
堂
は

全
国
に
１
０
０
ヶ
所
以
上
あ

る
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
運
営

は
個
人

か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
各
種
団
体
、
ま
た
最
近

で
は
生
協
や
Ｊ
Ａ
も
連
携

し
始
め
て
お
り
、
本
フ
後
、
加

速
度
的
に
増
え
て
い
く
と

言
わ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
食

堂
開
設
に
向
け
た
考
え
は
。

蝙黎鰊輻輻魃鰊勒顆褥憮輻黎鑢鼈黎颯鰈鱚薇魃　　〈フ

後
、
各
課
と
連
携
し
、
受
託

団
体
の
掘
り
起
し
に
努
め

て
い
き
た
い
。

大
橋
北
交
差
点
３
灯
式
信

号
機
設
置

躙

現
在
、
国
道
３
２
２
号

線
、
大
橋
北
交
差
点
の
運

行
形
態
が
変
わ
り
、
下
山

田
方
面
か
ら
車
で
交
差
点

に
合
流
す
る
の
に
、
危
険
を

感
じ
る
と
の
市
民
の
声
を

多
く
聞
く
、
３
灯
式
の
信
号

機
設
置
は
で
き
な
い
の
か
。

輻
儡
鰈
鰈
陽
涸
鰈
隕
隷

市

民
か
ら
の
要
望
な
の
で
、
関

係
行
政
区
の
要
望
な
ど
も

添
え
て
嘉
麻
署
経
由
で
県

の
公
安
委
員
会
等
に
要
望

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

名貨行為は道義上問題が
ある

行政区で業務を遂行しても
らえれば問題ない

鰤

隋

黎

行
政
区
長
と

一
般
職

の
兼
職
を
禁
止
す
る
通
知

は
ど
う
い
う
も
の
か
。

蝙
魃
躙
躙
颯
鰈
儡
鰈
漑
蒻

兼

職
は
、
職
員
倫
理
条
例
の

倫
理
原
則
に
抵
触
す
る
の

で
、
認
め
な
い
と
で
つ
職
務

〈叩
〈「
おだ
。

鰊

議
員
が
行
政
区
長
を

兼
務
で
き
な
い
の
は
な
ぜ

カ隋
鰈
鰈
鼈
鼈
踪
鰈

公
職
選

挙
法
の
戸
別
訪
問
禁
止
規

定
に
抵
触
す
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
だ
。

鰊

副
区
長
や
会
計
も
好

ま
し
く
な
い
と
の
考
え
か
。

儡
躙
躙
鰈
餞

そ
の
通
り
だ
。

鰤

名
貸
行
為
だ
が
、
他

人
に
実
務
を
し
て
も
ら
う

こ
と
を
前
提
に
、
行
政
区
長

に
な
る
の
は
、
道
義
上
問
題

で
は
な
い
か
。

蝙
鰈
輻
塚
塚

行
政
区
と
し

て
、
業
務
を
遂
行
し
て
も
ら

え
れ
ば
問
題
な
い
。

学
カ
テ
ス
ト

隋

全
国
学
カ
テ
ス
ト
結

果
の
公
表
を
ど
う
す
る
。

育
課
題
、
教
育
方
針
、
改
善

点
を
明
記
し
公
表
す
る
。

法
改
正
に
よ
り
、
市
長

権
限
が
強
ま
っ
た
。
市
長
が

招
集
す
る
総
合
教
育
会
議

の
中
で
決
め
た
の
か
。

魃
鰈
鰈
鰈
輻
鰈
黎
そ
の
通

り
だ
。

鰤

学
カ
テ
ス
ト
で
高
得

点
取
れ
ば
優
秀
な
学
校
と

い
？
」
と
で
、
越
境
入
学
や

転
校
す
る
と
で
つ
社
会
現

象
に
な
っ
て
い
る
と
で
つ
報

告
も
上
が
っ
て
い
る
。
ど
う

思
う
。

つ
け
て
の
公
表
は
、
越
境
入

学
も
あ
る
と
思
う
。
し
か

し
、
学
校
便
り
に
自
校
の
平

均
正
答
率
を
公
表
す
る
の

で
そ
う
は
な
ら
な
い
。

躙

保
護
者
へ
の
説
明
責

任
は
ど
う
果
た
す
。

蝙
隋
隋
蝙
鰈
鰈
鰈

公
表
前

に
、
校
長
が
説
明
す
る
。

隋

貧
困
家
庭
と
、
そ
う

で
な
い
家
庭
の
学
力
差
が

あ
る
。
本
市
は
、
旧
産
炭
地

で
生
活
困
窮
家
庭
が
多
い
。

要
保
護

・
準
要
保
護
世
帯

が
全
体
の
４６
・
‐６
％
だ
ｏ
む

し
ろ
頑
張
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

蝙
隋
蠅
褥
鰈
鰈
塚
少
人
数

指
導

、
３０
人
学
級

な

ど
で

合
併
当
時
よ
り
学
力
が
上

が
っ
て
い
る
。

※
他
に
住
宅
政
策
を
質
問

し
た
。

輻
輻
靱
輻
隋
塚
躙
鰈
塚

教
　
　
隋
躙
蝙
鰈
鰈
鰈
蒻

順
位
を

″
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学校給食を無償化にしては
どうか

調査研究していく

鼈

隋

埃

子
ど
も
の
貧
困
に
対

す
る
総
合
対
策
の
窓
口
に

つ
い
て
の
考
え
が
あ
る
か
。

躙
輻
輻
輻
蒻

子
ど
も
の
貧

困
対
策
や
ひ
と
り
親
へ
の
支

援
は
非
常
に
重
要
な
課
題

だ
。
財
源
問
題
や
職
員
定
員

適
正
化
計
画
の
実
施
中
で

も
あ
り
、
子
ど
も
の
貧
困
対

策
課
の
新
設
等
に
関
し
て

は
、検
討
課
題
と
し
た
電

鶉

子
ど
も
の
貧
困
防
止

に
果
た
す
学
校
の
役
割
は

大
事
で
あ
る
。
旧
産
炭
地
に

お
け
る
要
保
護
児
童
や
準

要
保

護

児

童

等

の
存

在

は
、
国
の
責
任
と
し
て
捉
え

る
べ
き
問
題
で
あ
り
、
給
食

費
未
納
問
題
は
、
福
祉
に
よ

る
支
援
が
必
要
な
シ
グ
ナ

ル
だ
。
子
ど
も
た
ち
が
厳
し

い
か
ら
こ
そ
給
食
は
無
償

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

蝙
鰈
蒻

子
ど
も
に
対
す
る

施
策
は
頑
張
っ
て
い
る
。
そ

の
財
源
も
含
め
て
、
調
査
研

究
を
し
て
い
く
。

嗜
陽
鰈

給
食
無
償
化
の
費

用
は
、
子
ど
も
を
選
別
す

る
こ
と
な
く
、
全
て
の
子
ど

も
が
食
の
セ
ー
フ
テ
イ
ー

ネ
ッ
ト
を
確
保
す
る
た
め

の
費
用
で
あ
り
、
社
会
全
体

で
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ

′
０

。
い
じ
め
対
策

蝙陽
偉
い
じ
め
と
虐
待
事
案

は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
最
大

の
人
権
侵
害
と
の
認
識
で

取
り
組
ん
で
い
か
な
い
と
、

絵
に
描
い
た
ぼ
た
餅
に
な

る
。
嘉
麻
市
の
い
じ
め
防
止

基
本
方
針
に
は
、
な
ぜ
人
権

に
対
す
る
も
の
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
の
か
。

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
と

人
権
。同
和
教
育
の
両
輪
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

交
通
体
系

躙

　
サ
ー
ビ
ス
体
系
の
変

更
や
運
行
形
態
の
統

一
化

な
ど
、
根
幹
的
な
事
項
に
つ

い
て
は
進
展
を
し
て
い
な

い
。
公
平
、
公
正
な
立
場
か

ら
交
通
体
系
の
整
備
に
つ

い
て
、
市
長
の
決
意
を
聞
き

た
電

蝙
漑
餞

合
併
前
の
交
通
体

系
を
引
き
継
ぎ
、
複
雑
で

分
か
り
に
く
い
交
通
体
系

に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
な

整
備
計
画
の
策
定
は
、
担

当
部
署
に
お
い
て
鋭
意
作

業
を
進
め
て
い
る
。
迅
速
な

対
応
を
行
っ
て
い
く
。

隋

有
害
鳥
獣
の
被
害
状

況
、
駆
除
頭
数
は
。

【被
害
額
】

平
成
２３
年
度
５
３
６
７
万

円
、
２５
年
度
４
５
１
２
万

円
、
２７
年
度
５
９
３
７
万

円
。
【駆
除
頭
数
】

平
成
２３
年
度
３
４
６
頭
、
２５

年
度
９
７
７
頭
、
２７
年
度
１

５
２
１
頭
。

鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
の
体
制
と
活
動
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

輻

隋

隋
儘
蝙
輻
儡
輻
瘍
主
に
猟

有害鳥獣に関する勉強会
の設置をしないか

勉強会等の立ち上げを検討
したい

友
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
構

成
さ
れ
、
年
１
回
程
度

一
斉

捕
獲
や
犬
に
よ
る
追
い
払

い
を
行
っ
て
い
る
。

嘔
隷
陽

住
民
か
ら
の
被
害

相
談
、
侵
入
防
止
対
策
や

緩
衝
帯
整
備
の
指
導
な
ど
、

被
害
防
止
と
い
う
視
点
に

立

っ
た
活
動
も
行

っ
て
も

ら
い
た
電
日
本
ジ
ビ
エ
振
興
協

議
会
が
開
発
し
た
移
動
式

解
体
処
理
車
の
広
域
的
な

運
用
、
食
肉
加
工
処
理
施

設
整
備
の
可
能
性
、
廃
校
の

処
理
施
設
へ
の
利
用
、
猟
友

会
と
の
連
携
や
協
力
体
制

の
検
討
、
シ
カ
・イ
ノ
シ
シ

肉
の
販
路
開
拓
、
販
売
で
き

る
か
ど
う
か
の
個
体
調
査

な
ど
を
議
論
す
る
場
が
な

い
。
勉
強
会
や
研
究
会
の
設

置
を
し
な
い
か
。

蝙
魃
鰈
蒻
魃
な
い
ろ
い
ろ
な

課
題
や
問
題
が
あ
る
た
め
、

そ
う
し
た
組
織
で
専
門
に

検
討
し
て
い
く
の
は
有
効

な
手
段
の
一
つ
だ
と
思
う
。

ど
の
よ
う
な
形
で
勉
強
会

等
を
立
ち
上
げ
る
か
も
含

め
、
検
討
し
た
電

小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

明ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

の
活
用
や
、
設
置
保

単
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
簡
易

ど
の
導
入
を
検
討

い
か
。

脩
鰈
蝙
瞑
躙
鰈
儡
莉
漑
莉

学

校
で
は
特
に
夜
間
照
明
を

使
う
こ
と
が
な
い
た
め
、
導

入
の
予
定
は
な
い
。
今
後
、

ほ
か
の
社
会
体
育
施
設
等

の
使
用
状
況
が

一
杯
に
な

り
、
夜
間
の
小
中
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
要
望
が

増
え
れ
ば
検
討
し
て
い
き

た
い
。

今
後

、
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
を
し

て
い
く
機
会
も
出
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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嘉穂陸上競技場の駐車場
増設の考えはないのか

隋  現状を見極め検討する

体
育
館
事
業
で
健
康

づ
く
り
に
男
女
別
、
年
齢
別

の
事
業
を
行

っ
て
い
る
の

か
。
高
齢
者
等
の
健
康
づ
く
り

事
業
実
施
に
は
指
導
者
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

体
育
館
は
市
民
の
健
康
づ

く
り
の
拠
点
で
あ
り
、
多
く

の
市
民
が
利
用
し
、
医
療
費

の
低
下
に
つ
な
が
る
よ
う

な
事
業
へ
の
取
り
組
み
の

考
え
は
あ
る
の
か
。

ス
ポ
ー
ツ
事
業
と
し
て
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広

い
事
業
の
考
え
は
あ
る
の

カ公
認
陸
上
競
技
場
を
充
実

さ
せ
る
意
味
で
、
８
時
３０
分

と
な
っ
て
い
る
開
門
時
間

を
臨
機
応
変
に
対
応
で
き

な
い
か
。

嘉
穂
陸
上
競
技
場
で
競
技

が
開
催
さ
れ
て
い
る
時
、
沿

道
に
駐
車
し
た
車
が
交
通

の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
が
、

駐
車
場
増
設
の
考
え
は
な

い
の
か
。

躙

輻

　
総
合
体

育
館

で

は
、
健
康
づ
く
り
事
業
と
し

て
、
有
酸
素
運
動
、
各
種
健

康
運
動
教
室
、
親
子
運
動

教
室
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
教

室
、
各
種
健
康
に
関
す
る

指
導
者
研
修
会
等
を
開
催

し
て
い
る
。

陸
上
競
技
場
で
は
、
嘉
麻
シ

テ
イ
マ
ラ
ソ
ン
、
高
校
駅
伝

福
岡
大
会
、
体
育
協
会
加

盟
団
体
主
催
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

陸
上
競
技
場
の
開
門
は
、

事
前
に
相
談
が
あ
れ
ば
定

刻
に
開
門
し
て
お
り
、
嘉
麻

シ
テ
イ
マ
ラ
ソ
ン
、
高
校
駅

伝
の
時
は
午
前
６
時
か
ら

対
応
し
て
い
る
。

嘉
穂
総
合
体
育
館
、
嘉
穂

陸
上
競
技
場
は
、
各
種

ス

ポ
ー
ツ
大
会
開
催
な
ど
、

交
流
人
口
を
生
み
出
す
貴

重
な
施
設
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
最肌
技
場
内
の
フ
イ
ー

ル
ド
の
整
備
も
必
要
で
あ

り
、
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い

て
も
現
状
を
見
極
め
る
必

要
が
あ
る
。
自
然
豊
か
な
嘉

穂
総
合
運
動
公
園
が
、
市

内
外
の
多
く
の
方
か
ら
利

用
さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ

う
検
討
す
る
。

嘉穂陸上競技場

１０
月

Ｈ
日

閉
会
中
の
継
続
審
査

Ｈ
月

２５
日

‐２
月
定
例
会

の
日
程
な

ど

‐２

月

１６

日

定

例

会

最

終

日

の
日
程

な

ど

‐２

月

１３

日

財
政
計
画
な
ど

‐２

月

１３

日

庁
舎

施

設
整

備
等

に

関
す

る
進

捗
状

況
な

ど

９

月

３０

日

Ｈ

月

１８

日

‐２

月

１３

日

詳

し

く

は

７

ペ

ー

ジ

の
記

事

を

ご

覧

く

だ

さ

い

９

月

１６

日

議
会
広
報
編
集

１０
月

Ｈ
日

議
会
広
報
編
集

１０

月

１４

日

議
会
広
報
編
集

１０

月

１８

日

議
会
広
報
編
集

Ｈ
月

２２
日

町
村
議
会
広
報
研
修
会

″
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